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軒平瓦災作国分尼寺跡出土津山市教育委員会職

美作国分尼寺跡第５トレンチ節Ⅳ〃'iから''1|こした

し１A型式の定形‘|i呼瓦である｡凡､11IIIik玄|冊266cln、
同ド玄l隔271cm、｜【il弧深さ74cm、lIilII』fさ50cIIl、全長３

４８cmを測る。顎は曲線顎でl隅26cmの顎IiIiを持つ。Ｉ１Ｉｌ

面には細かい布の圧痕が付ｲ'‘fするが、瓦当Iiliよりの

約３分の１は向かって左方向、左側部は狭端方向、

右側部は瓦Mui面方向、狭端部は瓦慰11111iに向かって右

方向のへラ削りが施される。また、両側縁は狭端方

向のへラ削りにより面取りされる。Ｉｊｌ,面は縄叩き目

が施されたのち、瓦当面よりの約２分の１を狭端方

向の縦ないし斜めのへラ削りが施される。その際、

補助的な斜め方向の純叩きがなされる。IIIj側面にも

狭端方向のへラ削りが施される。胎土は１～４mmの

白色砂粒を多く含み、，'f灰色で焼成堅綴である。

瓦型しi文様は均整AI『単文で内区''１央にill心飾りを置

き、その左右に３単位ずつの店蛾文を配する。外区

には２軍の弧線をめぐらす。美作１１《|分寺跡１Ａ、美

作国府跡Ｉａと同池、平城富跡6663Ｃと同文である。

美作国分尼寺跡軒平瓦のI|'で蚊も形式的に遡り、そ

の創建時に使用されたと考えられる。

問題はこの瓦の年代観である。その祖掴となった

平城宮6663Ｃが平城寓から恭仁京に遮都された７４

５年以後まもなく製作されたと考えられているとこ

ろから、それと酷似する本瓦もほぼ同様の８世紀''１

葉に位置づけることが一児可能のごとくである。と

ころが、本瓦は美作国府跡Ｉａと胎土・焼成が異な

るとともに、顎面幅が国府が１４mm際であるのに対し、

本瓦は26mmと明確に形式を異にする。この形式差を

時期差と解してよければ両者の関係は国府が古く本

瓦が新しくなる。これら三者の関係をいかに理解す

るか、平城宮瓦編年の再検討を含めて今後の大きな

課題といえようの
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１はじめ に

城下町の商人やＩ職人には、｜lil災Ｍ職がひとつの町

に住むという職業別|剛I;|>〈分があったとされる。派

111の城下町においても、そうした形態はあったと思

われるが、元禄以lMjに既に肌壊のきざしが兄られる。

そうした''１で、職祁と町の一体性が、怠識の1ｍでも

職業実態の1mでも、後々まで比較的長く統いたのが

魚商いを独占していた新魚町である。

しかし、その新魚lllj.も他町における魚|淵いが活発

化し、やがて「町内も往々 IIl｣.)j･IiIiLM11残候様成行'Ⅲ

申哉与甚歎ケ救儀」になっていくのである。

城下町余体が占い般を破りながら変化していく''１

で、城下町における魚商いがどのような変遷をたどっ

たのか、新魚町を軸に概観してみたい。

２新魚町独占の危機

森氏の城下町建設以来、魚商いは魚町鳩侮の商人

に限られ、後には、城ド町の拡大に伴い新魚町が形

成された。そして、IIl魚町が元魚町の名で残ったこ

とはよく知られている。

松平藩時代の新魚町の魚商いに関する資料で古い

ものに、享保５年（1720）９ｊｊの触,11:きがある。こ

れは、新魚町から、他町における聯魚・Ｉ:魚の商い

を禁止するように願い出たことに対する蒲の'１１１答で

あり、鰹節・鰯など特定I11111llの販ｼ16は他町にも認め、

塩魚・Ｉ:魚の販’16は新魚ⅢIに限定するという内容で

ある。ただし、魚の点光りは全町に認めている。

これは、城下町における魚商いを新魚町に限定す

るものであるが、そのことが逆に他町での魚類販売

の存在を示しており、また乾物などはＩＩｌＩ１１ｌｌにより他

町での口''1販売が認められていることが分かる。

しかし、享保７年（1722）２ノl、突然魚商いを解

禁として、惣町御免とされる。これは、画期的な変

化であるが、その事情は分からない。

しかし、この魚頻の日Ll1取引政策は、わずか６年

で再度変更される。享保13年（1728）７ノl、新魚町

からの要望により次の様な触〔I}きが出されたのであ

る。

１．他所より持ち込みの聴魚。.｢魚を新魚町以外で

販売する蝋は禁止。

３
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城下町の魚商い

１．鰹節。ごまめ。あみ・鰯は勝手次第。

１．盆前と師走には、新魚町から仕入れたものを振

り売り・辻売り勝手次第。

１．新魚町から仕入れた魚を在力の町へ持ち込んで

販売自由。

これは、新魚町の独,Ii体制を復派するものであり、

魚流通の・元管即が１１指されている。ｉＩｉｌじ内奔の触

苫きがその後も度々 ||'されており、城ド1111での魚販

売規制の弛緩や、そうした状況に対して規制強化を

望む新魚町からの強い要蝋の存在が推測できる。

しかし、こうした他llIIの動きとともに、新魚1111.内

部では、仲買の新たな動きが兇られた。彼らは、間

嵯に多額の未払い代金を残しながら、伽Miやハ･上の

魚荷主と直取引を行い、魚間膿を要とする流通経路
､

のIjj壊に一役かっていたのである。ーシ

３新魚町以外の魚流通

新魚町以外の他町における魚航販允を支えていた

のは、新魚町を通さない流通経路の存ｲfである。

宝暦２年（1752）６月には、魚荷橘が新魚町以外

の商人に魚類の販売をさせているとして訴えられて

いる。この魚荷宿というのは、外部から城下町に魚

を持参した商人などが宿油したものと思われるが、

単なる宿泊施設ではなく米買い術などのように外部

商人と城下町問屋との仲介役を果していたようであ

る。

こうした流通経路は陸荷と労えられ、施政２年

(1790）２月には新魚町魚膿による魚陸荷逆上の取

立が新たな問題となっている。従来迎上が掛けられ

ていなかった陸ｲHfにも連ｋを掛け、新魚lIIIで取Ｉｉﾉ:を

しようとしたのである。また､船蚊が仙人的に持ち～ご）
込む魚類は１１銭を取っていなかったが、塊政12年

(1800）から新魚町で11銭を取始めた処、船頭から

の訴えで翌年には巾止された。

こうしてみると、城ド町に魚が入ってくる道筋は、

正規の道筋として大越に取り扱われる船荷の魚と、

少量の陸荷魚および船頭の持ち込み魚の辿りがあっ

たことが分かる。新魚町の魚屋にしてみれば、例外

無くすべてを掌握し、新魚町の智理ドにおくことを

目指しているが、藩の政策は大破の物盗に対する統

制にあり、少量の移動は門曲にさせようとしていた。

このような、いわば流通の抜け穴の存在が、新魚

町を通さない城下への魚流入を促進しており、天明

８年（1788）には林川村や栗新町で魚店を'1｝す背ま



で現れている。

４魚会所の設題

こうした流通経路の混乱に対するため設けられた

のが魚会所である。藩は文政６年（1823）７月に魚

会所を置き、以後すべての魚は直売買を禁止され、

魚会所を通すこととなったのである。この魚会所の

設置は、手数料であるl-i銭を取ることが主要な目的

となってしまったが、藩権力による1-1銭徴収効果は

大きく、その割り戻しを受け取る仲買にとっては一

面で好ましい制度であった。

しかし、藩は文政10年（1827）２月に突然魚会所

を引き払い、魚類の扱いは以前の通りとした。魚会

所の業務は、そのほとんどが問屋の業務に含まれる

ものであり、問屋体制が確実に機能していれば、本

&s鯵ニゾ米必要のないものであった｡その意味では廃止して
よい性質のものであったが、一貫性のない藩側の姿

勢は混乱を招かずにはおかなかった。

５魚問屋と魚仲買

天保１０年（1839）、魚仲買は魚会所廃止後の状況

が乱れ「御会所御引払後猶他町勝手侭直売賀追々増

長仕候趣」があるとして、魚類一切町内の問屋を通

すべき旨の願い書を町奉行に提出している。これは、

仲買にとって大きな変化というべきであろう。全体

として新魚町が魚類販売の実権を握っていた段階で

は、仲買は問屋との関係を離れて、自らが直取引の

道を歩もうとしていたのだが、他国商人の入り込み

や、他町での直取引による魚類販売の増加という事

態に直面する巾で、それまで自らが打ち破ろうとし

ていた問屋を軸とした保守的な体制に戻ることを望

息欝芦雪ﾉんでいるのである。
そして、更に危機感を覚えた仲買は、天保14年

（1843）、問屋とともに再度新魚町による魚類販売

の独占を願い出たのである。

この願い書によれば、彼らにとっての大きな脅威

のひとつに魚陸荷があげられている。それ以前新魚

町が実質的な独占状態にあった段階では、陸送され

た魚は経費が嵩み、商売としては成立しにくかった

ため、陸荷もたいした量ではなかった。ところが、

他町における魚商いが活発となり、それを支える需

要が生まれてくるに従って魚相場が上昇し、経費の

かかる陸送の魚でも商売として成り立つようになっ

たのである。さらに、他国商人の入り込み、雑穀問

屋・魚煮売り屋の規制品目を越えた商売など、仲買

３

の権益が大きく失われつつあった。

こうしたことから、原則として魚類一切魚問屋を

通すこと、他町における雑魚売買の場合も新魚町か

ら卸すことを、仲買・問屋連名で願い出たのである。

そこでは、従来は含まれていなかった魚陸煮も問屋

に入れることを要求している。

こうして、新魚町における魚類販売の独占を確保

した上で、利益の大半を占める１－１銭に関しても、問

屋・仲買・他町雑魚販売商人の取分を定め、月３回

の決算によって支払の滞りをなくそうとしている。

この要求は町奉行の決定によりほぼ認められた。

しかし、この一見理想的なシステムは、問屋の安定

経営の維持がその前提であり、これなくしては成り

立たないシステムである。ここに大きな落し穴があっ

た。問屋経営の不安定要因の最大のものは、仲買の

支払い停滞である。これは、それまでにも度々問題

とされており、そのために問屋を廃業した例もある。

また嘉永２年（1849）には、備前の荷主から、問屋

からの支払が停滞して困るため荷主からのL1銭を３

割期しにするので停滞しないようにして欲しいとの

要望が出されている。荷主にしてみれば、ｕ銭の大

半を仲買が取るため、問屋の取分が少なくなり、支

払いが遅れているのではないかと見ているのである。

このように、魚問屋経営の不安定さは、Ｌ1銭の配

分比率の問題と仲買からの支払い遅延ということが

大きな原因であり、結局この点に関しての改善がな

されない限り、新魚町による魚類販売の独占と新魚

町経由での安定した魚供給の実現はあり得なかった

の で あ る 。 （ 尾 島 治 ）

平成７年度博物館友の会会員募集中

◇会員になると…

ｌ博物館の常設展・特別展が無料で観覧できます。

２博物館主催の「美作の文化財めぐり」（年４回

開催）に参加できます。

３「博物館だより」や講座・講習会など博物館に

関する情報をお知らせします。

４津山洋学資料館・津山弥生の里文化財センター

の入館料が割引きされます。

◇会員になるには…

ｌ申込資格どなたでも会員になれます。

２会賛一般1,000円、中学生以下500円です。

３申込方法住所・氏名・年齢・・性別を明記し、

会費を添えて直接か現金書留でお申し込みくだ

さい。
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